
平成２１年２月の解説（府県天気予報） 

 

【２月の天候状況】 

上旬は北日本から西日本では天気が数日の周期で変わりましたが、天気の崩れは小さく

なりました。南西諸島では高気圧に覆われ晴れる日が多くなりました。中旬も東・西日本

では天気が数日の周期で変わり、中頃に低気圧が発達しながら日本海を通過したため全国

的に南風が強まり気温がかなり高くなりました。北日本は曇りや雨の日が多くなり、南西

諸島も曇りの日が多くなりました。 

下旬は北日本から西日本では低気圧が短い周期で通過したため、曇りや雨または雪の日が

多くなりました。南西諸島では晴れて気温の高い日が多くなりました。 

 月を通しての日照時間は北日本で平年より少なくなりましたが、南西諸島では平年より

かなり多くなりました。降水量は北・西日本で多くなりましたが、南西諸島では平年より

かなり少なくなりました。気温はほぼ全国的に平年よりかなり高く、東日本から南西諸島

では平年より3℃以上高い観測地点もありました。 

 

【２月の検証結果】 

17 時発表の天気予報で「降水の有無」の全国平均の適中率は明日予報で84％と例年（注）

より2ポイント高く、明後日予報で83％と例年より3ポイント高くなりました。地域毎の

適中率では、明日予報は大半の地方で例年より高く、特に東北、四国、九州北部地方では

5 から 6 ポイント高くなりました。明後日予報もほぼ全国的に例年より高く、特に北日本

と四国、九州地方では5から8ポイント高くなりました。明日の最高気温の予報誤差は北

海道地方で例年より 0.4℃小さくなりましたが、その他の地方はほぼ例年並みで、全国平

均では例年より0.1℃大きい1.7℃でした。また、最低気温の予報誤差も北海道地方で例年

より 0.4℃小さく、その他の地方はほぼ例年並みで、全国平均では例年より 0.1℃小さい

1.5℃でした。 

   （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【２月の天気予報から】 

2月9日17時に発表した東京地方の明日10日の天気予報は、「くもり後晴れ、未明雨 多

摩西部では未明雪」で、降水確率は、0時－6時が50％、6時－12時が20％と発表しました。 

これは、9日21時に四国の南にある低気圧（図1）が10日朝にかけて関東地方の南海上を

通る時に、東京地方の上空に湿った南の風が吹くため降水の範囲が低気圧の北側に広がる

と考え、10日未明を中心に降水があると予想したからです。 
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【４月の天気予報の利用
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